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いちおし我が社の

株式会社オービック
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ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

〜
情
報
の
一
元
管
理
に
よ
る
経
営
・

                            

営
業
戦
略
の
推
進
〜

2 0 2 4

vol. 287 3

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス 

　

株
式
会
社
オ
ー
ビ
ッ
ク
は
50
年
以
上
に
わ
た
り
、
会
計

を
中
心
と
し
た
企
業
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
構
築
〜
サ
ポ
ー
ト

を
手
が
け
る
会
社
で
す
。
シ
ス
テ
ム
業
界
で
は
「
多
重
下

請
構
造
」
と
呼
ば
れ
る
、
開
発
や
サ
ポ
ー
ト
の
外
注
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
故
に
ベ
ン
ダ
ー
に

ノ
ウ
ハ
ウ
が
溜
ま
ら
ず
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
増
加
し
、
結

果
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
遅
延
を
引
き
起
こ
し
、
基
幹
シ
ス
テ

ム
刷
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
失
敗
に
終
わ
る
ケ
ー
ス
が
多
数

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
オ
ー
ビ
ッ
ク
で
は
基
幹
シ
ス

テ
ム
構
築
の
各
工
程
に
お
い
て
外
注
を
一
切
取
ら
ず
、
導

入
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
シ
ス
テ
ム
企
画
／
設
計
／

開
発
／
ク
ラ
ウ
ド
環
境
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
／
稼
働
支

援
／
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
「
自
社
一
貫
体

制
＝
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
で
ご
提
供
し

ま
す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ビ
ッ

ク
が
、長
年
育
ん
で
き
た
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
元
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
安
定
的
に
進

め
、
お
客
様
が
抱
え
る
経
営
課
題
の
早
期
解
決
、
経
営
管

理
の
最
適
化
を
将
来
に
わ
た
り
支
え
続
け
ま
す
。 

●
O
B
I
C
7
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

　

不
動
産
業
界
向
け
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
歴
史
も
深

く
、
そ
の
中
で
も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
へ
は
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
導
入
実
績
と
し
て
も
、
全

国
で
中
堅
・
大
手
企
業
を
中
心
に
約
1
2
0
社
の
ビ
ル
メ

ン
業
を
営
む
企
業
様
に
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ご
利
用
頂

い
て
お
り
、
業
界
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
べ

く
、
日
々
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
強

化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
近
年
で
は
シ
ス
テ
ム
導
入

に
対
す
る
期
待
は
「
業
務
の
効
率
化
」
は
当
然
な
が
ら
、

見
積
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
や

工
事
管
理
機
能
の
強
化
、
多

角
的
・
複
数
軸
で
の
収
益
把

握
（
物
件
別
、
物
件
別
職
種

別
な
ど
）
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
各
社
の

D
X
の
取
組
が
進
ん
で
い
る

昨
今
で
は
、「
よ
り
高
度
な
経

営
戦
略
・
営
業
戦
略
の
立
案
」

に
あ
た
っ
て
は
シ
ス
テ
ム
な

し
で
は
語
れ
な
い
環
境
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

【
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
】

①
引
合
・
見
積
か
ら
作
業
依

頼
や
問
い
合
わ
せ
履
歴
ま

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
生
か

ら
進
捗
状
況
ま
で
を
可
視
化 

②
定
期
（
定
額
・
出
来
高
）・

ス
ポ
ッ
ト
・
工
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
を
作
業
／

計
上
／
支
払
ベ
ー
ス
で
網
羅

③
契
約
･
更
新
か
ら
作
業
、外
注
、債
権
債
務
、会
計
連
携
、

収
支
ま
で
を
カ
バ
ー
し
全
社
業
務
を
最
適
化

【
導
入
の
効
果
】※
抜
粋

 

・
引
合
段
階
、
見
積
段
階
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
成
約
に
至
る
案
件
の
動
向
分
析
や
確
度
分

析
に
よ
り
、
営
業
戦
略
の
強
化
や
、
各
種
案
件
の
進
捗

状
況
の
一
元
管
理
化
の
実
現
。

 

・
工
事
管
理
対
応
に
つ
い
て
も
、
小
規
模
工
事
か
ら
、
実

行
予
算
の
管
理
を
必
要
と
す
る
大
規
模
工
事
ま
で
幅
広

く
管
理
可
能
。
ま
た
、
建
設
業
法
へ
の
シ
ス
テ
ム
対
応

（
配
置
技
術
者
、
建
設
許
可
業
種
管
理
な
ど
）
に
よ
り
、

別
途
E
X
C
E
L
管
理
の
脱
却
に
よ
る
大
幅
な
業
務
の

効
率
化
と
、
統
制
の
強
化
を
実
現
。

 

・
物
件
別
職
種
別
と
い
っ
た
複
数
軸
で
の
分
析
の
み
な
ら

ず
、
溜
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
汎
用
的
に
出
力
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
経
営
判
断
の
迅
速
化
を
実
現
。 

　

右
記
以
外
に
も
外
注
業
者
か
ら
の
作
業
確
認
を
サ
イ
ト

を
通
じ
て
行
う
仕
組
み
の
構
築
な
ど
様
々
な
事
例
が
で
き

て
お
り
、
時
代
の
変
化
は
益
々
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
我
々
オ
ー
ビ
ッ
ク
は
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
た
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
皆
様
の
業
務
・
経

営
課
題
の
解
決
、
ひ
い
て
は
業
界
の
更
な
る
発
展
に
寄
与

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
西
事
業
部  

第
3
営
業
グ
ル
ー
プ  

グ
ル
ー
プ
長　

清
水
貴
文
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第
9
回

2
0
2
3
年
度理

事
会
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1
．
審
議
事
項

　
　
⑴
第
８
回
理
事
会
議
事
録
承
認
の
件

　
　
⑵
新
規
入
会
企
業
に
つ
い
て

　
　
・
㈱
エ
ー
ス
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
3
月
1
日　
入
会
予
定

　
　

 

・
J
R
西
日
本
不
動
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

　
　
　
4
月
1
日　
入
会
予
定

　
　
⑶
委
員
会
・
部
会
委
員
の
辞
退
・
追

　
　
　
加
に
つ
い
て

　
　

 

・
公
益
・
契
約
委
員
会
（
辞
退
）

　
　

 

・
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会
（
追
加
）

　
　
⑷
大
阪
・
関
西
万
博
関
連
に
つ
い
て

　
　
⑸
就
業
規
則
の
改
訂
に
つ
い
て

　
　
⑹
近
畿
地
区
本
部
会
議
へ
の
提
案
事

　
　
　
項
に
つ
い
て

２
．
報
告
事
項

　
　
⑴
各
委
員
会
・
部
会
報
告
に
つ
い
て

　
　
⑵
叙
勲
、
功
労
者
表
彰
候
補
者
等
に
つ

　
　
　
い
て

３
．
そ
の
他

　
　
⑴
研
修
室
床
面
張
替
え
に
つ
い
て

　
　
⑵
送
達
文
書
の
発
送
回
数
に
つ
い
て

４
．
次
回
以
降
予
定

　
　
・
3
月
21
日（
木
）

　
　
　
予
算
三
役
会
議　
14
時
〜
／
小
会
議
室　

　
　
・
3
月
29
日（
金
）

　
　
　
予
算
理
事
会　
15
時
〜
／
研
修
室

　
　
・
4
月
24
日（
水
）

　
　
　
三
役
会
議　
13
時
30
分
〜
／
小
会
議
室

　
　
　
理
事
会　
15
時
〜
／
研
修
室

協
会
研
修
室

3
月
1
日（
金
）　

3
月
1
日（
金
）　

委 

員 

会  

・  

部  　

会

■
広
報
委
員
会
　
3
月
22
日
（
金
）
出
席
者
10
名  

協
会
8
階  

中
会
議
室

　
議
案
①　
「
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
2
0
2
4
年
3
月
号
」
の
編
集
に
つ
い
て

　
議
案
②　
今
後
の
「
巻
頭
言
」
に
つ
い
て

■
環
境
衛
生
委
員
会
　
2
月
1
日
（
木
）
出
席
者
11
名  

協
会
8
階  

中
会
議
室

　
議
案
①　
施
設
見
学
会
の
調
査
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
②　
大
阪
府
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

■
警
備
防
災
部
会
　
2
月
19
日
（
月
）
出
席
者
10
名  

協
会
8
階  

中
会
議
室

　
議
案
①　
講
演
会
に
つ
い
て

　
議
案
②　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
実
務
研
修
会
に
つ
い
て

■
設
備
保
全
部
会
　
2
月
20
日
（
火
）
出
席
者
15
名  

協
会
8
階  

中
会
議
室

　
議
案
①　
各
小
委
員
会
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
②　
2
0
2
4
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
お
よ
び
2
0
2
3
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て
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は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源

と
す
る
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
の
皆
様
の
安
全
と
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
警
備
防
災
部
会
で
は
2
0
2
3
年
11
月
に
大

阪
ガ
ス
科
学
館
及
び
泉
北
製
造
所
へ
の
施
設
見
学
会

を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
概
要
と
し
ま
し
て
は
、
泉
北
製
造
所
で
は

第
一
工
場
と
第
二
工
場
が
あ
り
、
D
a
i
g
a
s
グ

ル
ー
プ
生
産
量
の
約
70
％
を
製
造
し
て
い
る
最
大
の

工
場
と
な
っ
て
お
り
、
敷
地
面
積
は
合
わ
せ
て
約

1
0
2
万
㎡
と
い
う
広
大
な
敷
地
を
有
し
た
工
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
製
造
工
場
で
は
ガ
ス
の
製
造
だ
け
で

な
く
、
天
然
ガ
ス
を
用
い
た
発
電
と
冷
熱
利
用
も

行
っ
て
お
り
、
天
然
ガ
ス
を
使
用
し
た
発
電
設
備
で

は
４
機
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
が
稼
働
し
て
お

り
、
電
力
会
社
以
外
で
所
有
さ
れ
て
い
る
発
電
設
備

と
し
て
は
最
大
級
の
55
万
K
W
も
の
発
電
能
力
を
有

し
電
力
イ
ン
フ
ラ
で
も
貢
献
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

冷
熱
利
用
に
つ
い
て
は
、
海
上
輸
送
時
の
ガ
ス
は

マ
イ
ナ
ス
1
6
0
度
の
液
体
で
私
達
が
使
用
す
る
際

の
常
温
気
体
で
は
な
い
の
で
、
ガ
ス
を
気
化
さ
せ
る

際
に
必
要
な
熱
交
換
を
利
用
し
他
の
物
質
を
冷
却
す

る
事
で
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
や
炭
酸
ガ
ス
な
ど
の
製
造
も

行
い
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
幅
広
い
活
用
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

前
述
し
た
製
造
設
備
の
概
要
に
つ
い
て
と
災
害
時

の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
消
火
設
備
の
概
要
や
津
波

対
策
な
ど
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
製
造

所
構
内
に
あ
る
駐
車
場
で
は
、
車
両
が
津
波
な
ど
に

よ
り
流
さ
れ
て
周
囲
の
設
備
に
被
害
が
及
ば
な
い
様

に
ネ
ッ
ト
で
囲
わ
れ
て
お
り
、
単
純
な
こ
と
で
あ
り

な
が
ら
臨
海
エ
リ
ア
で
も
あ
ま
り
見
か
け
な
い
の
で

興
味
深
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
備
的
な
面
で
も
、
広
大
な
敷
地
に
点
在

し
て
い
る
施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
や
立
ち
入
り

方
法
な
ど
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
も
の

で
、
広
大
な
敷
地
を
車
両
で
移
動
す
る
事
も
あ
り
至

る
所
に
無
人
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
が
設
け
ら

れ
、
開
錠
方
法
な
ど
都
度
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
も
敷
地
の
広
大
な
製
造
所
な
ら
で
は
の
部
分

で
興
味
あ
る
内
容
で
し
た
。

　

更
に
情
報
漏
洩
防
止
の
観
点
か
ら
か
構
内
写
真
撮

影
の
禁
止
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
施
設
の
写

真
を
収
め
た
い
所
で
し
た
が
、
自
身
の
記
憶
だ
け
が

頼
り
と
な
り
、
今
回
の
執
筆
の
際
に
書
き
た
い
こ
と

伝
え
た
い
こ
と
が
有
っ
た
は
ず
な
の
で
す
が
内
容
が

希
薄
と
な
っ
て
し
ま
い
慙
愧
に
た
え
な
い
次
第
で

す
。

　

最
後
に
冒
頭
で
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
直
近
で
発
生
し
た
大
き
な
地
震
に
よ
り
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
維
持
の
重
要
性
と
災
害
時
基
幹
設
備
の
被
災

耐
性
、
被
災
設
備
の
復
旧
へ
の
備
え
が
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
お
り
、
製
造
所
の
皆
様
に
よ
り
実
現
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

 （
警
備
防
災
部
会　

宮
本
一
記
）

ズ
ー
ム

　 

ア
ッ
プ

ズ
ー
ム

　 

ア
ッ
プ

ズ
ー
ム

　 

ア
ッ
プ
『
大
阪
ガ
ス
科
学
館
施
設
見
学
会
』
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経営委員会
① 3 月 28 日（木）14 時 00 分～ 16 時 05 分　ＯＢＭ 8 階 研修室　
　講演会『技能実習制度・特定技能制度の改革とビルクリーニング業界
における対応』

総務友好委員会
①第 47 回 OBMソフトボール大会　参加チーム募集
　組合せ抽選：4 月 5 日（金）
　大 会 日 程：5 月 11 日（土）、    5 月 25 日（土）、    6 月 16 日（日）

労務委員会
① 4 月 11 日（木）14 時 00 分～ 15 時 40 分　ＯＢＭ 8 階 研修室 
　労務管理セミナー『最新法改正・裁判例対応の実務』
② 2024年度安全衛生標語・川柳の募集

今後の行事
 5 月 23 日（木）賛助会世話人会   特別展示会・講習会（大阪国際会議場）
 6 月 21 日（金）労務委員会　労働安全大会（ドーンセンター）
 7 月 5 日（金）総務友好委員会　優良社員表彰式（ビナリオ梅田）

各委員会からのお知らせ

参加・応募をご希望の場合、OBM事務局（TEL.06-4256-5371）へ
お問い合わせください。

「
心
理
的
安
全
性
」 

 
 
 

福
森

 

康
昭

理　

事

　

当
社
の
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
の
中
に
「
心

理
的
安
全
性
の
高
い
職
場
づ
く
り
」
と
い
う
項
目

が
あ
り
ま
す
。
心
理
的
安
全
性
と
い
う
言
葉
は
、

チ
ー
ム
や
組
織
の
課
題
の
解
決
に
大
き
く
貢
献
す

る
（
心
理
的
に
安
全
で
あ
り
、
業
務
を
遂
行
す
る

に
あ
た
っ
て
、
心
理
的
な
障
害
や
ス
ト
レ
ス
の
な

い
状
態
）
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
流
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
（
そ
う
で
す
と
い
う
の
は
、
私

は
そ
の
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
）。
こ
の

言
葉
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
き
な

き
っ
か
け
は
、
グ
ー
グ
ル
が
実
施
し
た
衝
撃
的
な

調
査
で
す
。

　
「
ど
ん
な
チ
ー
ム
が
高
い
成
果
を
生
む
の
か
」。

グ
ー
グ
ル
は
こ
の
成
功
要
因
を
特
定
し
よ
う
と
し
、

能
力
が
高
い
人
が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
、
仲
の
良
い

人
が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
、
と
も
に
働
く
時
間
が
長

い
人
が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
、
カ
リ
ス
マ
リ
ー
ダ
ー

が
い
る
チ
ー
ム
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。
結
果
は

意
外
な
も
の
で
、
最
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
か
っ

た
の
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
も
含
め
、
安
心
し

て
何
で
も
言
い
合
え
る
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

逆
に
、「
心
理
的
安
全
性
が
低
く
な
る
原
因
」
は
、

４
つ
の
不
安
が
考
え
ら
れ
、①
無
知
だ
と
思
わ
れ
る

不
安
：
質
問
が
し
た
く
て
も
「
こ
ん
な
こ
と
も
知

ら
な
い
の
か
と
思
わ
れ
な
い
か
」
と
不
安
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
質
問
し

な
い　

②
無
能
だ
と
思
わ
れ
る
不
安
：
ミ
ス
や
失

敗
し
た
と
き
に
「
仕
事
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
は
」
と
不
安
に
な
り
、
自
分
の
失
敗
や
弱
点

を
認
め
ず
、
ミ
ス
を
報
告
し
な
い　

③
邪
魔
を
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
不
安
：
自
分
が
発
言
す
る
こ

と
で
「
話
の
邪
魔
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
な
い
か
」

と
不
安
に
な
り
、
提
案
や
発
言
を
し
な
い　

④
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
だ
と
思
わ
れ
る
不
安
：
改
善
を
提
案
し

た
く
て
も
「
他
人
の
意
見
を
批
判
し
て
い
る
と
否

定
的
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
」
と
不
安
に
な
り
、

現
状
の
批
判
を
し
な
く
な
り
意
見
が
あ
っ
て
も
言

わ
な
く
な
る　

で
す
。
自
分
の
若
い
時
は
ど
う
だ
っ

た
か
を
思
い
返
す
と
い
く
つ
か
当
て
は
ま
り
ま
す

が
、
今
私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
心

理
的
安
全
性
が
高
い
職
場
」
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
も
残
り
わ
ず
か
で
す

が
、
今
後
は
い
っ
し
ょ
に
働
く
仲
間
に
投
げ
か
け

る
日
常
的
な
、
有
益
な
声
か
け
を
組
織
全
体
に
広

げ
る
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発

に
な
り
、
業
績
や
成
果
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●ＯＢＭマンスリー巻頭原稿

●原稿内容：事業内容・おすすめ商品・
　　　　　　社員様等、なんでもＯＫです！
　　　　　　写真も載せられます！
●文 字  数：1000 字～1500 字　
　　　　　　※ご相談いただけます

★掲載料等は、一切不要です。

※掲載のお申込み、お問い合わせは、メール・
　お電話にて承ります！
　メール：osakabma@obm.or.jp  　
　ＴＥＬ：06-4256-5371

御社のイチオシしたい！
自慢したい！事を
ＰＲしませんか？
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広報委員会からのお知らせ

「我が社のいちおし」 大募集！「我が社のいちおし」 大募集！



●貯水槽清掃作業監督者（再）
　５月 28 日火～５月 29 日水
　於　阪急千里中央ビル
　受付　４月４日木～４月 10 日水

●排水管清掃作業監督者（再）
　５月 30 日木～５月 31 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　４月９日火～４月 15 日月

●統括管理者（再）
　６月 24 日月～６月 25 日火
　６月 26 日水～６月 27 日木
　於　阪急千里中央ビル
　受付　５月７日火～５月 13 日月

●清掃作業監督者（新規）
　７月１日月～７月２日火
　於　阪急千里中央ビル
　受付　５月 14 日火～５月 20 日月

（公財）日本建築衛生管理教育センター
　　講習会予定

《教育センターだより》

事務局からのお知らせ

※ 申込期間中、早めにお申し込み下さい。
　 詳細・用紙のダウンロード・お申し込みは
　 公益財団法人日本建築衛生管理教育センターへ。

ホームページ https://www.jahmec.or.jp/
ＴＥＬ 06-6836-6605

労務委員会 労働災害事故事例

①発生日時
②発生場所
③年齢・性別
④発生状況

⑤怪我の状況
⑥原因と対策

（2023 年 12月度発生分より）１．業務災害及び通勤災害数

２．事故概要
2023 年 12月 9日 ( 土 )  午前 9時 30分頃
大阪市内マンションエントランス
74歳　男性　管理員担当
1 階エントランス部分で清掃作業を行っていた際に、階段を下りて
きた住民が 1 階エントランスにつながる外開き扉を大きく開けた
ため、近くで作業を行っていた被災者に接触し、飛ばされて大腿骨
を強打した。
大腿骨頚部骨折　休業 31日以上
扉を大きく開かないように注意喚起を促す必要があったと考えられ
る。案内板設置による注意喚起の徹底が必要。

①報告企業数
②業務災害数
   [ 内　訳 ]

③通勤災害

件
件
ヶ月以上休業見込み
日以上休業見込み
日未満休業見込み
件

2件
1件
6件

37
9
１
15
14
3

①発生日時
②発生場所
③年齢・性別
④発生状況

⑤怪我の状況
⑥原因と対策

（2024 年 1月度発生分より）１．業務災害及び通勤災害数

２．事故概要
2024 年 1月 18 日 ( 木 )  午前 8時頃
大阪府　トラックターミナル構内
72歳　男性　設備担当
日常検針業務のため、ターミナル出入口付近に駐車して徒歩で敷地
内の道路を横断した際、前方から右折してきたトラックと接触し転
倒した。後頭部を床に打ち付けた後、右足がトラック前輪の下敷き
になった。
外傷性くも膜下出血、後頭部挫傷、右足関節挫傷　休業91日以上
・普段駐車するスペースとは違う箇所へ駐車し、そこから徒歩移動
であった（普段とは違う作業の流れ）

・雨が降っており、やや下向きながら歩行した。
・横断歩道を通らず、目的地へ直線距離で向かった。
・施設のルールについて定期的に教育実施しているが、安全意識が
低下していた。

①報告企業数
②業務災害数
   [ 内　訳 ]

③通勤災害

件
件
日以上休業見込み
ヶ月以上休業見込み
日以上休業見込み
日未満休業見込み
件

1件
1件
0件
3件

33
5
91
1
15
14
2

①発生日時
②発生場所
③年齢・性別
④発生状況

⑤怪我の状況
⑥原因と対策

（2024 年 2月度発生分より）１．業務災害及び通勤災害数

２．事故概要
2024 年 2月 14 日 ( 水 )  午前 10時 40分頃
堺市　病院内
65歳　女性　清掃担当
ベッド下をダスター掛けしていた際、転げ出てきたインスリンの針
を反射的に手で拾ってしまい刺傷した。
針刺し　現場内消化器内科にて受診。現時点で休業はなし。
本人の不注意であり、再教育の必要が生じたので本事例を水平展開
し労働災害の情報共有を図る。

①報告企業数
②業務災害数
   [ 内　訳 ]

③通勤災害

件
件
ヶ月以上休業見込み
日以上休業見込み
日未満休業見込み
件

1件
1件
8件

33
10
1
15
14
5

会員だより

●入会
〔正会員〕
・株式会社エースリーサービス
　代表取締役　田中　真也　様
　〒547-0014
　大阪市平野区長吉川辺 3-15-18-505
　TEL 06-6777-7283　FAX 06-6777-5419
　　　　　　　　　　　                  　     （ 3 月 1 日 付）

おたより紹介
コーナー
おたより紹介
コーナー

●題材…自由。

　協会への提言、季節雑感、詩、短歌、俳句、川

柳等々、何でも結構です。

●字数… 15 字 ×16 ～ 19 行の間に、本文、

会社名、筆者名を全て記入して下さい。

『おたより紹介』のコーナーへの
 投稿を募集しています

OBM MONTHLY
2024年 3 月25日発行
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...........................................................................................................................................

　
「
散
歩
の
つ
い
で
に
富
士
山
に
登
っ
た
人
は
い

な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
富
士
山
は
簡
単

に
登
れ
る
山
で
は
な
く
、
登
頂
す
る
た
め
に
は

入
念
に
準
備
を
し
、
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
山
頂
に
立
つ
た
め
に
は
、
富
士
山
に

登
る
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
登
山
に
ふ
さ
わ
し

い
準
備
を
し
て
一
歩
一
歩
苦
し
く
て
も
目
標
に

向
か
っ
て
歩
き
続
け
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
仕
事
も
同
じ
で
、
成
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は
目
的
や
目
標
を
し
っ
か
り
定

め
る
こ
と
が
重
要
で
、
目
的
な
し
に
行
動
し
て

も
大
き
な
成
功
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

金
剛
山
の
山
中
で
、
ふ
と
そ
の
言
葉
を
思
い
出

し
た
。

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
数
時
間
前
、
妻
と
新
鮮
な

野
菜
を
求
め
て
南
河
内
郡
に
あ
る
道
の
駅
で
買

い
物
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
日
み
た
い
な
寒

い
日
だ
っ
た
ら
金
剛
山
は
雪
が
積
も
っ
て
ん

じ
ゃ
ね
？　

と
い
う
話
で
盛
り
上
が
り
、
近
い

し
こ
の
ま
ま
金
剛
山
に
い
っ
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
登
山
道
具
な
ど
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。
手
に
は
さ
き
ほ
ど
道
の
駅
で
買
っ

た
ど
ら
焼
き
を
持
ち
、
パ
ー
カ
ー
に
ス
エ
ッ
ト

と
い
う
服
装
で
あ
る
。

　

車
で
近
く
ま
で
向
か
い
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に

乗
り
山
頂
に
い
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
現
地
に

着
い
て
金
剛
山
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
廃
止
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
せ
っ
か
く
来
た

の
だ
か
ら
と
、
少
し
だ
け
で
も
山
を
登
ろ
う
と

し
た
の
が
良
く
な
か
っ
た
。
山
道
が
凍
結
し
て

お
り
、
と
に
か
く
滑
る
。
途
中
ま
で
登
っ
た
の

だ
が
断
念
し
て
下
山
す
る
こ
と
に
し
た
。
山
歩

き
に
慣
れ
て
い
な
い
の
も
あ
り
、
下
山
す
る
と

き
は
さ
ら
に
足
元
が
不
安
定
に
な
っ
た
。
妻
は

ズ
ボ
ン
が
汚
れ
る
の
を
覚
悟
し
、
座
り
込
ん
で

お
尻
で
滑
り
降
り
て
い
る
。
私
は
一
度
転
倒
し

か
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
際
に
、
手
に
持
っ

て
い
た
ど
ら
焼
き
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
道

の
駅
で
散
々
悩
ん
で
買
っ
た
愛
し
の
栗
入
り
ど

ら
焼
き
は
、
山
道
を
ズ
ル
ズ
ル
と
滑
っ
て
い
き

谷
底
深
く
へ
と
儚
く
消
え
て
い
っ
た
。
結
局
、

私
も
こ
の
ま
ま
で
は
大
け
が
を
す
る
と
思
い
、

妻
と
同
じ
よ
う
に
お
尻
で
滑
り
降
り
て
い
っ
た
。

二
人
し
て
ド
ロ
ド
ロ
に
汚
れ
な
が
ら
下
山
し
て

い
る
最
中
、
冒
頭
の
言
葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

こ
れ
じ
ゃ
「
買
い
物
の
つ
い
で
に
金
剛
山
に
登
っ

た
人
は
ど
ら
焼
き
を
な
く
す
」
だ
な
。
と
深
く

反
省
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  　

 （
Y
・
R
）　

「
山
中
に
て
」

.................................................................................................................
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金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日
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火
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ビルクリーニング技能検定随時２級
ビルクリーニング技能検定基礎級（～ 10日）

KKCビルクリーニング初級研修（実技）

ビルクリーニング分野特定技能１号評価試験（～ 19日）

KKCビルクリーニング初級研修（座学）

広報委員会／こども絵画コンクール展示会（～29日）
設備保全部会／石綿勉強会

経営委員会／講演会

理事会

総務友好委員会　　賛助会世話人会

OBM会長杯ゴルフコンペ（万壽ゴルフクラブ）

労務委員会／労務管理セミナー『最新法改正・裁判例対応の実務』

ビルクリーニング部会（別会場）　　青年委員会

公益・契約委員会

広報委員会
環境衛生委員会／施設見学会（ヤマハ掛川工場）

決算監査

設備防災部会

経営委員会

三役会議・理事会

Ｋ Ｋ Ｃ お 薦 め 講 習 会

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）教育訓練部
　　　　　　　～講習会のご案内はホームページでも随時お知らせいたします～

電　話：０６－６８３６－７６５１　ＦＡＸ：０６－６８３６－７６５３
E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp　URL：https://www.bmkkc.or.jp/

4 月に開催予定の講習は下記のとおりです。

詳細は、随時会員企業様にお送りしている開講案内、又はＫＫＣホームページ

（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

4月に開催予定の講習は下記のとおりです。

詳細は、随時会員企業様にお送りしている開講案内、又はＫＫＣホームページ

（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

●ＫＫＣ特別セミナー【トコジラミの生態とその効果的な防除法】

近年トコジラミの発生件数が増加しており、更なる被害が懸念されます。発生した場合

に被る損害は大きく、早い段階での発見と予防対策が必須です。専門的知識を持った講

師をお招きし、トコジラミの生態・駆除方法・予防に特化した防除方法 について学び

ます。

＜日　時＞  4 月 25 日（木）　14 時 00 分～ 16 時 00 分

＜会　場＞JEC 日本研修センター江坂　4階中会議室

＜申　込＞ ＫＫＣホームページからお申し込みください。

●ビルクリーニング初級研修（実技・座学）

【実技】ビルクリーニング業務で使用する資機材の名称と使い方・注意点

　　　  タオル･自在ぼうき・乾式モップ・モップ・真空掃除機の使い方と実技訓練／　

　　　  後片付け・作業上の注意点。

＜日　時＞  4 月 12 日（金）　13 時 00 分～ 17 時 00 分

＜会　場＞ 江戸堀フコク生命ビル研修室

【座学】ビルクリーニング業務で大切なマナーや、建材、洗剤の特徴など、講師の体験

　　　  談も含めて、知識として知っておいてほしい項目を勉強します。

＜日　時＞  4 月 24 日（水）　13 時 00 分～ 17 時 00 分

＜会　場＞ 江戸堀フコク生命ビル中会議室

＜対　象＞ ビルクリーニング現場の新入社員や、新人の営業担当、総務担当の方々

＜申　込＞ 開講案内裏面の申込書にてお申し込みください。
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